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三陸産の高毒力のヒガンフグ肝臓から TTX に混じって 0.01 %程度の STX が検出された

のが、フグに麻痺性貝毒が検出された初めての例である。ほぼ同時期、宮城県産のコモン

フグ、ナシフグの肝臓からも 1 %以下であるが STX が検出されている。（Kodamaa et al. 
1983, Nakamura et al. 1984）( 第 41 回-提 12, 第 41 回-提 13) #119, #120  

その後、東北産のヒガンフグの毒組成を最新の分析法で詳細に調査した結果、複雑な TTX
同族体群に加えて、すべての組織から STX （一部 dcSTX を含む）が微量に検出されてい

る (Jang 2006 et al.)。(第 41 回-提 10-2) #103 
また、ホシフグ（岩手、大分県産）の卵巣が 84-100%の高比率で麻痺性貝毒（STX, dcSTX）

を含む例が報告されている。(Nakashima et al. 2004) #227 さらに、LC-MS 法で南太平洋

及び沖縄産のフグ 2 種の TTX 同族体群を調査した最近の文献で、沖縄産サザナミフグの皮

から STX, dcSTX（3.46 µgSTXeq./g）が報告されている。(Puilingi et al. 2015) 
海外では、フィリピンにおいてケショウフグ、サザナミフグ、モヨウフグ、ワモンフグ

の肝臓から STX neoSTX が検出され TTX を凌駕して主要毒成分（80-100％）であった。

また、スジモヨウフグ、コクテンフグではほぼ同量、オキナワフグでは TTX が主要成分で

あるなど、種類によって組成が異なっていた。（Sato 2000 et al.）#228 
また、2002 年から 2004 年にかけて、アメリカ東海岸でフグによる食中毒が多発し、そ

の原因がフロリダ州の限定された海域で捕獲されたヨリトフグ属の 1 種 Sphoeroides 
nephelusであることが明らかになった。本種は筋肉に高濃度の麻痺性貝毒（STXを主成分、

dcSTX, GTX5 を微量成分とする）を含み、TTX は極微量であった。同海域から採取された

他 2 種 S. testudineus および S. spengleri にも S. nephelus より低濃度ではあるが STX が

検出されている。同じ毒成分を含むことから同海域に発生していた有毒渦鞭毛藻

Pyrodinium bahamense が起源であると推定されている。この中毒を一般の TTX によるも

のと区別して“STX フグ中毒 (saxitoxin puffer fish poisoning)”と呼ぶことが提唱されて

いる。（Quilliam et al. 2004, Landsberg et al. 2006, Deeds et al. 2008）#229, #226, #230 
フグ類は淡水に生息する種類も多いが、東南アジア（タイ、バングラデシュ、カンボジ

ア）、ブラジルの淡水フグの多くが麻痺性貝毒を主成分として含んでいる。すべてが STX
を含んでいるが、他の STX 同族体を含む複雑な毒組成を示すものも多い。(塩見 2014) #231 
 以上のとおり、トラフグの肝臓に麻痺性貝毒が検出された例は報告されていない。しか

し、フィリピン産のフグやバングラデッシュのオキナワフグに見られるように、同一種で

あっても地域によって全く異なる TTX/STX 比を示す例が報告されている。 
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